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 要  旨 
無線ブロードバンドアクセスを実現する手法の一つとして IEEE802.16 規格に準拠した WiMAX に注目が集ま
っている．WiMAX ではセル構成により広域に面的なサービスエリアを展開することが可能であり，高速化技術
としてマルチパス環境でも高速・大容量・高信頼通信が可能な MIMO-OFDM(Multi-input Multi-output 



























いては検討していないが，一例として WiMAX の受信信号を無線 LAN で中継させる手法が最も簡易な方法とし
て考えられる．本研究では計算機シミュレーションにより提案方式の有効性を検証する． 
また MIMO伝送は送受信に複数のアンテナを用いて、同一周波数、同一時間スロットで信号系列を送信すること
によって無線リソースの使用を拡大することなく高速伝送を可能とするものであるが、送信ストリーム数以上の
受信アンテナが必要となり端末のアンテナ実装面積の制約を受けることになる。そこで上記に述べた提案手法の
中継システムのメリットを加味しつつ新たに MIMO伝送を適用し、基地局、中継器、端末を連携させることによっ
て通常より少ない端末アンテナ数により MIMO伝送を実現する手法を提案する． 
 
